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SENID・2009 年度事業報告 

１． 調査活動 

新生児の発育・成長状態の確認をするためのフォローアップ調査・測定 

実施。 

・対象：2007~2008年にヨード補給された母親から生まれた新生児32名 

 ・測定：身長、体重、頭部周囲、腕の太さ、 

  ・聞き取り調査：年齢（月数）、ヨード補給期間、ひとり立ち開始月、等 

  ・和文レポートにて完成（手渡し用） 

２．補給活動への提案 

2010年度の事業計画検討に当たって、新生児対象の甲状腺刺激ホルモン 

検査TSH-Testの提案を現地；PHIDReC へ提案。 

 ・ 提案理由はヨード欠乏症の決定的な臨床的診断が欲しいからである。 

・ 神戸ポートピアステイ施設長で当会会員の大川二朗さんの協力で提案書を

作成。 

・ 当初、現地の反応は鈍かった。採血と空輸に対してネパール国内での倫理委

員の諮問を受けなければならないことが、主な理由であった。 

・ 半年以上の経過を経て、見通しが立ち、2010年度のプロジェクトに載せるこ

とにした。 

３．幼児向けヨード補給プロジェクトの再開 

 ・幼児の発育・成長改善を期待してプロジェクト再開 

 ・これまで実施してきたチョウタラ病院周辺の農村の児童 5名ほどを対象 

 ・これまでに改善の兆しあった児童、および改善が期待できる児童に絞る 

４．広報活動 

①海のもりづくり推進協会主催 「昆布サミット」で業績発表とＰＲ活動 

・期間 2009年 9月 25日～27日 

・場所 東京海洋大学（東京・品川） 

・出席者 約 70名 

②せんば心斎橋筋商店街など３商店街主催の「船場まつり」でトークショウ 

   ・場所 本町センター街5号館１Ｆ特設会場 

   ・日時 2009年 9月 20日 13時より40分 

   ・テーマ 御堂筋ものがたりとボランテイア活動 

③寝屋川市生涯学習開校式にて講演 

・日時 2009年 4月 22日（水）13時～16時 

・場所 寝屋川市中央公民館 



・演題「人生三毛作プラスα」～国際ボランテイア活動を中心にして～ 

・出席者 約８０名 

・アンケート結果 

ヨード欠乏症という病気を知らなかった/働きぶりに感銘した/何かして

あげたい,のご意見に集約された。 

④テレビ番組「ボランテイア２１」で当会の活動が紹介される 

・タイトル 「ヨード欠乏症と戦う～前を見続ける73歳～」 

・放送日 2009年 4月 10日 午前10時～10時 30分 

・キー局 テレビ大阪  

・ネット放送 4/13～４/25 24局 時間差あり 

    ＴＶ愛知、福井ＴＶ，群馬ＴＶ、とちぎＴＶ、北日本放送、石川ＴＶ、 

奈良ＴＶ、びわ湖放送、山陰放送、沖縄ＴＶ、新潟放送、熊本朝日放送、

ＴＶＱテレビ九州、青森ＴＶ、ＴＶ静岡、ＴＶ神奈川、ＴＶ愛媛、   

ＢＳジャパン 

⑤通例総会の付帯イベントとして講演会を実施し、出席者に感動を与えた。 

   ・講師 当 NPO法人 副理事長 藤原 健  

   ・演題 「助け合うこと」 

    会議終了後、出席者より感動のメールやお手紙が入っております。更なる

ボランテイアスピリットを植え付けられたようです。 

   

５.助成金 

  ①毎日新聞大阪社会事業団 

  ②日本農産工業株式会社 

  ③大阪コミュニテイ財団（2010年度分） 

  ④大阪中之島ライオンズクラブ 

  ⑤NPO法人ふれあい広場「コスモ」（ポストカード） 

  ⑥フジッコ「Beans Life」読者寄付 

 

６．募金活動 

 ・フジッコ「Beans Life」に募金広報 

 ・ＨＰによる募金広報 

                                 以上 


